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【主な研究成果】
印加圧力50MPaおよび550MPaとして線形摩擦接合法を用いてTi-6Al-4V合金継手を作製した。疲労試験を、通常疲労とDwell疲労を実施した。Dwell疲労では、通常疲労と比べて疲労寿命が1/10程度に低下した。いずれのタイプの疲労試験においても、母材と接合材とに疲労寿命の顕著な差は認めらないため、線形摩擦接合による疲労特性の劣化はほぼないと考えられる。疲労試験後は破断材では破面観察を行った結果、通常疲労ではストライエーションが観察されたのに対して、Dwell疲労では、ほぼ全面にディンプルが観察された。これらの観察結果から、通常疲労とDwell疲労とでは、破壊形態が異なることが明らかとなった。疲労試験中の各サイクルにおける最大ひずみと破断寿命に対するサイクル数の比を調査した結果、通常疲労の最大ひずみは、寿命初期で増加し、その後一定の傾きとなり、寿命後期で再び大きく増加し破断する傾向を示した。母材と接合材（50MPa、550MPa）とを比較すると、接合材では、母材に比べて、より寿命初期で急速にひずみが増加したが、その後はひずみの大きさが母材のそれと逆転して、母材のほうが大きなひずみで定常状態となり、寿命後期で再度ひずみが増加して破断した。Dwell疲労の最大ひずみは、試験初期から破断に至るまで、通常疲労に比べて大幅に大きな値となった。Dwell疲労では、通常疲労と比較して、母材と接合材とでは明らかにひずみの大きさが異なり、終始、母材のひずみが大きい状態で推移し破断に至るという傾向を示した。

【今後の展望】
疲労試験結果を理解するため、来年度は、疲労試験を、疲労寿命の初期、前期、中期となるように一定サイクルで途中止めし、接合部およびその近傍の硬さ試験および組織観察を実施する。
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　●論文
木内夏実, 青木祥宏, 潮田浩作, 仲井正昭, 松本洋明, 藤井英俊, α+β型（Near β型）Ti-17合金線形摩擦接合継手の組織と機械的性質, 鉄と鋼, 111 (2025) 1105-1117.


	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2026年5月15日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




